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9.1 研究成果の概要 
 
研究業績として，平成 20～22年度に発表され
た発表論文等をまとめて整理した．業績の区分

は，防災研究所自己点検データベースの定義に

従い，以下， 
(A) 完全査読論文 
(B) 一般査読論文 
(C) 解説・総説 
(D) 著書 
(E) 紀要・報告書 
(F) 講義・講演会テキスト 
(G) 新聞・雑誌記事 
(H) 講演会概要集 
(I) 学術誌 
に分類した． 
「(A) 完全査読論文」は，定期的に刊行され

る学術雑誌(journal)に掲載された peer reviewed 
paper, 「(B) 一般査読論文」は講演会を伴いそ
の講演会で発表される論文が前もって発表論文

として査読されるものである．また，いわゆる

「審査なし論文」については，「(E) 紀要・報告
書」，「(F) 講義・講演会テキスト」，「(G) 新聞・
雑誌記事」，「(H) 講演会概要集」，「(I) 学術誌」
に細分類し，論文の種類がより詳細にわかるよ

うにした．なお，論文の分類に当たっては，自

己申告に従っている． 
 (A) の完全査読論文の総数は 657 編（前回：
700 編）であり，(B) の一般査読論文の総数は
243 編（前回 177 編）である．一人一年あたり
の発表論文数で比較すると以下のとおりである． 

(A) 2.1編／人（前回 2.2編／人） 
(B) 0.8編／人（前回 0.6編／人） 
一人一年当たりの総論文数は，前回とほぼ同

じであるが，「(A) 完全査読論文」が減少し，「(B) 
一般査読論文」が増加している．(C) の解説・
総説は計 57 編（前回 86 編），(D) の著書は計
53編（前回 55編），(E) の紀要・報告書は，計
189 編，(F) の講義・講演会テキストは，計 19
編，(G) の新聞・雑誌記事は，計 17 編，(H)の
講演会概要集は，計 286編，(I) の学術誌は，41
編であった． 

 (B) ～ (I) に関わる業績に関しては，各研究
者が自己診断・評価の項目と考え，社会への貢

献や防災学の啓蒙活動の重要性を認識すること

も，今後の防災研究所の発展のためには必要で

あろう． 
 
次節に，完全査読論文と著書についてのみ，

リストアップしておく．
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9.2 研究成果リスト一覧 
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